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鐸
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概
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独
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験
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五
　
結
語
-CS)

(
承
前
)

「
形
成
力
」
か
ら
批
判
哲
学
に
於
け
る
「
構
想
力
」
概
念
へ

四
　
『
形
而
上
学
講
義
』
に
お
け
る
「
形
成
力
」
の
概
念

-
　
感
性
的
能
力
と
し
て
の
「
形
成
力
」

ra)

我
々
の
問
題
は
　
「
構
想
力
」
　
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
我
々
は
カ
ン
ト
の
　
「
経
験
的
心
理
学
」
講
述
に
於
け
る
構
想
力
概
念
を
解
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
、
「
経
験
的
心
理
学
」
全
体
の
構
成
を
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
カ
ン
ト
は
「
精
神
の
諸
能
力
」
　
(
d
i
e
 
g
e
i
s
t
i
g
e
n
 
V
e
r
m
o
g
e
n
)
を
三
つ
に
区
分
す
る
0

①
　
「
表
象
の
能
力
」
(
V
e
r
m
o
g
e
n
 
d
e
r
 
V
o
r
s
t
e
l
l
u
n
g
e
n
)
或
い
は
「
認
識
能
力
」
　
(
E
r
k
e
n
n
t
n
i
B
v
e
r
m
o
g
e
n
)

②
　
「
欲
求
能
力
」
(
B
e
g
e
h
r
u
n
g
s
v
e
r
m
c
蒔
e
n
)

③
　
快
と
不
快
の
能
力
(
V
e
r
m
o
g
e
n
 
d
e
r
 
L
u
s
t
 
u
n
d
 
U
n
l
u
s
t
)

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
各
々
が
「
上
級
」
　
(
o
b
e
r
)
と
「
下
級
」
　
(
u
n
t
e
r
)
　
の
能
力
に
区
分
さ
れ
る
　
(
K
V
M
.
,
S
.
2
2
8
.
)
-
そ
し
て
、
上
級
の

諸
能
力
が
「
知
性
」
　
(
I
n
t
e
l
l
e
c
t
u
a
l
i
t
a
t
)
を
、
下
級
の
諸
能
力
が
「
感
性
」
　
(
S
i
n
n
l
i
c
h
k
e
i
t
)
を
構
成
す
る
　
(
K
V
M
.
,
S
.
2
2
9
.
)
-

こ
の
知
性
と
感
性
の
区
別
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
や
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
よ
う
に
そ
の
表
象
の
判
明
性
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。



そ
れ
は
、
認
識
能
力
の
ま
っ
た
く
新
し
い
原
理
的
規
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。
即
ち
、
感
性
と
は
「
我
々
が
対
象
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ

る
限
り
に
於
け
る
'
我
々
の
認
識
能
力
の
受
動
的
性
質
(
d
i
e
 
p
a
s
s
i
v
e
 
E
i
g
e
n
s
c
h
a
f
t
 
u
n
s
e
r
s
 
E
r
k
e
n
n
t
n
i
B
v
e
r
m
o
g
e
n
s
)
」
　
で
あ
り
、

知
性
は
　
「
我
々
の
能
力
の
自
発
性
」
　
(
d
i
e
 
S
p
o
n
t
a
n
e
i
t
a
t
 
u
n
s
e
r
e
s
 
V
e
r
m
o
g
e
n
s
)
　
で
あ
る
　
(
e
b
d
.
)
。
こ
こ
に
は
、
カ
ン
ト
の
批
判

哲
学
の
重
要
な
枠
組
み
を
な
す
《
感
性
=
受
容
性
》
・
《
悟
性
=
自
発
性
》
と
い
う
対
比
の
構
図
が
鮮
明
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
ヴ
ォ
ル
フ
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
に
於
い
て
は
単
に
量
的
な
　
(
判
明
性
の
程
度
の
)
相
違
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
感
性
と
悟
性
と
の

区
分
を
、
カ
ン
ト
は
質
的
な
　
(
即
ち
そ
の
本
性
に
基
づ
い
た
)
相
違
と
し
て
捉
え
、
明
確
に
区
分
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
カ

ン
ト
は
、
そ
の
　
「
経
験
的
心
理
学
」
　
の
出
発
点
に
於
い
て
、
既
に
ヴ
ォ
ル
フ
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
思
想
を
克
服
す
る
立
場
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
我
々
の
精
神
の
諸
能
力
を
区
分
し
た
上
で
、
カ
ン
ト
は
、
感
性
的
能
力
を
分
析
し
、
さ
ら
に
上
級
の
諸
能
力
を
分
析
し
て

ゆ
く
。
こ
の
感
性
的
能
力
　
(
よ
り
正
し
く
は
感
性
的
認
識
能
力
)
　
の
分
析
の
中
に
　
「
構
想
力
」
　
(
こ
こ
で
は
　
「
形
成
力
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
)
　
に
つ
い
て
の
考
察
は
位
置
し
て
い
る
。

さ
て
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
　
『
形
而
上
学
』
　
に
於
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
下
級
認
識
能
力
に
属
す
る
も
の
と
し
て
　
「
感
能
」

「
構
想
力
」
「
記
憶
」
「
創
作
力
」
等
々
が
並
列
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
カ
ン
ト
の
感
性
的
認
識
能
力
の
分
析
に
於
い
て
は
、

「
感
能
自
身
の
能
力
」
(
d
a
s
 
V
e
r
m
o
g
e
n
 
d
e
r
 
S
i
n
n
e
 
s
e
l
b
s
t
)
(
K
V
M
.
,
S
.
2
3
0
.
)
或
い
は
「
感
覚
能
力
」
(
E
m
p
f
i
n
d
u
n
g
s
v
e
r
m
o
g
e
n
)

(
K
V
M
.
,
S
.
2
3
5
.
)
　
と
、
「
感
能
の
模
倣
的
認
識
」
　
(
d
i
e
 
n
a
c
h
g
e
a
h
m
t
e
 
E
r
k
e
n
n
t
n
i
B
 
d
e
r
 
S
i
n
n
e
)
　
の
能
力
で
あ
る
　
「
形
成
力
」

(
d
i
e
 
b
i
l
d
e
n
d
e
 
K
r
a
f
t
)
　
(
K
V
M
.
,
S
.
2
3
0
.
)
と
の
区
分
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
区
分
は
、
そ
の
能
力
の
も
つ
表
象
が
、
「
す
べ
て

対
象
の
印
象
に
よ
っ
て
生
じ
る
」
　
の
か
、
そ
れ
と
も
「
心
の
自
発
性
か
ら
生
じ
る
」
　
の
か
と
い
う
相
違
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た

簡
潔
に
、
「
与
え
ら
れ
た
」
　
(
g
e
g
e
b
e
n
)
認
識
で
あ
る
か
、
「
作
ら
れ
た
」
　
(
g
e
m
a
c
h
t
)
認
識
で
あ
る
か
の
相
違
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る

カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
構
想
力
概
念
の
成
立
(
下
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三
〇

(
e
b
d
.
)
c
　
そ
れ
故
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
に
於
い
て
　
「
構
想
力
・
記
憶
・
創
作
力
・
等
々
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
能
力
が
、
こ
こ
で
は
「
形

成
力
」
と
し
て
ま
と
め
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
我
々
は
、
こ
こ
に
一
つ
の
問
題
が
存
す
る
こ
と
に
気
付
く
。
カ
ン
ト
は
、
感
性
と
知
性
と
を
区
別
す
る
根
拠
を
、
我
々
の
心
の
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ヽ

　

ヽ
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ヽ

受
容
性
と
自
発
性
の
対
立
に
求
め
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
感
性
の
能
力
の
内
部
で
も
、
「
感
能
」
と
　
「
形
成
力
」
　
は
、
受
容
性
と

ヽ

ヽ

ヽ

自
発
性
の
対
立
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
形
成
力
は
《
自
発
的
感
性
的
能
力
》
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

カ
ン
ト
の
定
義
に
従
え
ば
'
感
性
的
能
力
と
は
心
の
受
容
性
で
あ
り
、
知
性
的
能
力
は
心
の
自
発
性
で
あ
っ
た
。
し
て
み
れ
ば
、
《
自
発

的
感
性
的
能
力
》
と
い
う
の
は
　
《
丸
い
三
角
形
》
　
の
よ
う
な
形
容
矛
盾
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

形
成
力
は
む
し
ろ
知
性
の
側
に
属
す
る
能
力
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
念
が
起
こ
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ン

ト
は
ど
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
カ
ン
ト
は
、
認
識
が
感
性
的
で
あ
る
の
は
、
「
そ
れ
が
、
心
が
対
象
か
ら
触
発
さ
れ
る
限
り
に
於
い
て
、
心
の
中
で
生
じ
る
」
(
K
V
M
,

S
.
2
2
9
.
)
　
か
ら
で
あ
り
、
知
性
的
で
あ
る
の
は
、
「
そ
れ
が
我
々
自
身
か
ら
生
じ
る
」
　
(
e
b
d
.
)
　
か
ら
で
あ
る
と
言
う
0
即
ち
、
「
表
象
が

感
性
的
で
あ
る
か
知
性
的
で
あ
る
か
は
、
そ
の
起
源
に
よ
る
」
　
(
K
V
M
.
,
S
.
2
3
0
.
)
　
の
で
あ
る
.
そ
れ
故
、
感
能
に
由
来
す
る
認
識
は

す
べ
て
感
性
的
で
あ
る
0
　
こ
れ
に
対
し
て
、
知
性
的
認
識
は
「
自
発
的
」
　
で
あ
り
、
「
対
象
か
ら
ま
っ
た
-
独
立
し
た
」
　
(
K
V
M
.
,
S
.

2
2
9
.
)
　
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
形
成
力
の
認
識
は
、
「
そ
の
下
で
心
が
対
象
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
制
約
の
下
で
」
　
(
K
V

M
,
S
.
2
3
0
.
)
心
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
約
は
、
決
し
て
知
性
の
も
た
な
い
も
の
で
あ
り
、
感
性
に
存
す
る
も
の

に
他
な
ら
な
い
。
従
っ
て
へ
形
成
力
の
認
識
は
、
確
か
に
心
の
自
発
性
か
ら
生
じ
る
認
識
で
は
あ
る
が
、
常
に
対
象
に
よ
る
触
発
を
前
提

し
て
お
り
、
「
対
象
か
ら
ま
っ
た
く
独
立
し
た
」
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
が
故
に
、
そ
の
本
性
に
於
い
て
感
性
的
な
も
の
で
あ
る
し
か
な

い
。
そ
れ
故
に
、
「
形
成
力
」
自
身
も
感
性
的
な
能
力
と
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。



2
　
時
間
の
三
様
態
と
「
形
成
力
」
の
三
つ
の
能
力

カ
ン
ト
が
こ
の
よ
う
に
　
「
形
成
力
」
を
感
性
的
能
力
と
し
て
規
定
し
、
そ
れ
を
　
「
感
能
」
と
密
接
に
関
連
し
た
も
の
と
考
え
な
が
ら
、

な
お
感
能
と
は
区
別
す
る
点
で
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
と
大
き
な
隔
た
り
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

彼
ら
が
構
想
力
を
単
な
る
経
験
的
再
生
の
能
力
と
考
え
た
の
に
対
し
て
、
カ
ン
ト
は
「
形
成
力
」
を
再
生
の
能
力
に
は
限
定
し
な
い
。
彼

は
こ
の
能
力
を
「
そ
れ
に
従
っ
て
対
象
が
我
々
の
感
能
を
触
発
す
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
形
式
を
そ
れ
自
体
で
も
っ
て
い
る
認
識
を
我
々

自
身
か
ら
作
り
出
す
能
力
」
　
(
K
V
M
.
,
S
.
2
3
5
.
)
と
規
定
す
る
。
こ
こ
に
言
わ
れ
る
「
形
式
」
と
は
「
時
間
」
(
Z
e
i
t
)
　
に
他
な
ら
な
い
.

そ
れ
は
、
す
ぐ
に
続
け
て
カ
ン
ト
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

「
こ
の
形
成
能
力
(
d
i
e
s
e
s
 
B
i
l
d
u
n
g
s
v
e
r
m
o
g
e
n
)
　
は
、
現
在
の
時
の
表
象
(
V
o
r
s
t
e
l
l
u
n
g
e
n
 
d
e
r
 
g
e
g
e
n
w
a
r
t
i
g
e
n
 
Z
e
i
t
)
、
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ヽ

過
去
の
時
の
表
象
(
V
o
r
s
t
e
l
l
u
n
g
e
n
 
d
e
r
 
v
e
r
g
a
n
g
e
n
e
n
 
Z
e
i
t
)
、
ま
た
は
未
来
の
時
の
表
象
(
V
o
r
s
t
e
l
l
u
n
g
e
n
 
d
e
r
 
z
u
-

k
u
n
f
t
i
g
e
n
 
Z
e
i
t
)
を
産
み
出
す
。
従
っ
て
形
成
能
力
は
、
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ヽ
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一
現
在
の
時
の
表
象
の
能
力
で
あ
る
現
形
成

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

二
　
過
去
の
時
の
表
象
の
能
力
で
あ
る
迫
形
成

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

三
　
未
来
の
時
の
表
象
の
能
力
で
あ
る
先
形
成

か
ら
成
っ
て
い
る
。
」
(
e
b
d
.
)

(
A
b
b
i
l
d
u
n
g
)
　
の
能
力
、
即
ち
形
象
力
(
f
a
c
u
l
t
a
s
 
f
o
r
m
a
n
d
i
)
、

(
N
a
c
h
b
i
l
d
u
n
g
)
　
の
能
力
、
即
ち
想
像
力
(
f
a
c
u
l
t
a
s
 
i
m
a
g
i
n
a
n
d
i
)
、

(
V
o
r
b
i
l
d
u
n
g
)
　
の
能
力
、
即
ち
予
見
力
(
f
a
c
u
l
t
a
s
 
p
r
a
e
v
i
d
e
n
d
i
)

こ
れ
ら
の
能
力
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
。

カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
構
想
力
概
念
の
成
立
(
下
)



三
二

ま
ず
「
現
形
成
の
能
力
」
　
は
、
「
多
様
を
通
覧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
様
の
形
象
　
(
d
a
s
 
B
i
l
d
 
d
e
s
 
M
a
n
n
i
g
f
a
l
t
i
g
e
n
)
　
を
形
成
す

る
」
　
(
e
b
d
.
)
と
こ
ろ
の
　
「
直
観
の
形
成
的
能
力
」
(
d
a
s
 
b
i
l
d
e
n
d
e
 
V
e
r
m
o
g
e
n
 
d
e
r
 
A
n
s
c
h
a
u
u
n
g
)
　
(
K
V
M
.
,
S
.
2
3
6
.
)
　
で
あ
る
0

次
に
　
「
迫
形
成
の
能
力
」
は
、
「
連
想
」
　
(
A
:
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)
　
に
よ
っ
て
過
去
の
時
の
表
象
を
再
生
す
る
能
力
で
あ
り
、
「
想
像
の
能
力
」

(
d
a
s
 
V
e
r
m
o
g
e
n
 
d
e
r
 
I
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n
)
　
と
も
呼
ば
れ
る
　
(
e
b
d
.
)
c
　
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
カ
ン
ト
は
、
「
想
像
の
能
力
」
と
　
「
構
想
能

力
」
　
(
d
a
s
 
E
i
n
b
i
l
d
u
n
g
s
v
e
r
m
o
g
e
n
)
　
と
を
区
別
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
.
「
私
が
以
前
見
た
こ
と
の
あ
る
或
る
宮
殿
を
構
想
　
〔
想

像
〕
　
す
る
　
(
e
i
n
b
i
l
d
e
n
)
場
合
の
能
力
は
、
私
が
新
し
い
形
象
を
作
る
(
n
e
u
e
 
B
i
l
d
e
r
 
m
a
c
h
e
n
)
場
合
の
能
力
と
は
、
ま
っ
た
-
別
の

能
力
で
あ
る
。
後
者
が
構
想
能
力
で
あ
る
o
」
(
e
b
d
.
)
訳
語
の
問
題
も
絡
ん
で
、
少
々
混
乱
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
　
「
構
想
能
力
」

に
つ
い
て
は
、
後
に
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

最
後
に
「
先
形
成
の
能
力
」
は
、
「
未
来
の
こ
と
に
つ
い
て
予
め
或
る
形
象
を
作
り
、
或
る
こ
と
を
予
め
構
想
　
〔
想
像
〕
　
す
る
」
(
e
b
d
.
)

能
力
で
あ
る
。
「
未
来
の
こ
と
は
、
私
の
内
に
何
の
印
象
も
、
従
っ
て
何
の
形
象
(
B
i
l
d
)
　
も
作
ら
な
い
o
」
　
(
e
b
d
.
)
　
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
へ
我
々
は
未
来
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
何
ら
か
の
形
象
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
'
「
未
来
の
こ
と
の
先
形
成
〔
予
見
〕
」

(
V
o
r
b
i
l
d
u
n
g
 
d
e
s
 
K
u
n
f
t
i
g
e
n
)
　
は
、
過
去
の
表
象
が
現
在
の
表
象
に
対
し
て
も
つ
関
係
と
現
在
の
表
象
が
未
来
の
表
象
に
対
し
て
も

つ
関
係
と
の
同
種
性
に
基
づ
い
て
い
る
。
即
ち
、
我
々
は
「
過
去
1
現
在
」
　
の
関
係
を
「
現
在
1
未
来
」
　
の
関
係
に
当
て
は
め
て
、
未
来

の
こ
と
に
つ
い
て
の
形
象
を
予
め
形
成
す
る
の
で
あ
る
.
こ
の
「
先
形
成
」
も
ま
た
「
想
像
力
の
法
則
」
(
G
e
s
e
t
z
e
n
 
d
e
r
 
I
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n
)

(
e
b
d
.
)
　
(
即
ち
「
連
想
」
)
　
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
。

3
輝
E

こ
の
よ
う
に
　
「
形
成
力
」
　
は
三
つ
の
形
式
に
於
い
て
現
れ
る
の
で
あ
る
が
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
-
、
「
形
成
力
の
こ
の
相
違

は
時
間
に
関
係
し
て
い
る
。
」
　
(
K
V
M
.
,
S
.
2
3
7
.
)
即
ち
、
「
形
成
力
」
は
、
時
間
の
三
様
態
　
(
現
在
・
過
去
・
未
来
)
　
に
本
質
的
に
関

わ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
三
つ
の
形
式
に
於
い
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
「
形
成
力
」
自
身
の
本
性
に
よ
る
も
の
と



考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
故
な
ら
ば
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
能
力
は
、
「
そ
れ
に
従
っ
て
対
象
が
我
々
の
感
能
を
触
発
す
る
で

あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
形
式
を
そ
れ
自
体
で
も
っ
て
い
る
認
識
を
我
々
自
身
か
ら
作
り
出
す
能
力
」
　
(
K
V
M
.
,
S
.
2
3
5
.
)
　
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
　
「
形
式
」
と
い
う
と
き
に
カ
ン
ト
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
空
間
」
と
　
「
時
間
」
と
い
う
感
性
の
形
式
的
原
理

3
㈲
E

に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
形
成
力
」
が
、
「
空
間
」
「
時
間
」
と
い
う
感
性
の
形
式
的
原
理
を
内
包
す
る
認
識
(
従
っ
て
表
象
)
　
を
自
分
自
身
か
ら
作
り
出
す
能

力
で
あ
る
以
上
、
こ
の
能
力
は
必
然
的
に
'
《
現
在
・
過
去
・
未
来
》
と
い
う
時
間
の
三
様
態
を
そ
れ
自
身
の
う
ち
に
も
つ
表
象
を
産
出

す
る
能
力
と
し
て
規
定
さ
れ
ざ
る
を
え
ず
、
三
つ
の
形
式
に
於
い
て
現
れ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

3
　
「
形
成
力
」
の
も
う
一
つ
の
区
分

こ
の
よ
う
な
時
間
に
関
係
し
た
区
分
の
他
に
、
カ
ン
ト
は
形
成
力
の
も
う
一
つ
の
区
分
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
構
想
能
力
」

(
d
a
s
 
V
e
r
m
o
g
e
n
 
d
e
r
 
E
i
n
b
i
l
d
u
n
g
)
と
「
模
写
能
力
」
(
d
a
s
 
V
e
r
m
o
g
e
n
 
d
e
r
 
G
e
g
e
n
b
i
l
d
u
n
g
)
と
へ
の
区
分
で
あ
る
。

ヽ

　

ヽ

「
構
想
能
力
は
、
対
象
の
現
実
性
と
は
無
関
係
に
形
象
を
自
己
自
身
か
ら
産
出
す
る
能
力
で
あ
り
、
そ
の
場
合
形
象
は
経
験
か
ら
借
り

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
.
-
(
中
略
)
-
こ
の
能
力
は
空
想
の
能
力
(
d
a
s
 
V
e
r
m
o
g
e
n
 
d
e
r
 
P
h
a
n
t
a
s
i
e
)
と
呼
ば
れ
る
.
こ
の
能

力
を
想
像
力
(
I
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n
)
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
構
想
力
(
E
i
n
b
i
l
d
u
n
g
s
k
r
a
f
t
)
　
は
感
性
的
創
作
力
(
e
i
n
e
 
s
i
n
n
l
i
c
h
e

D
i
c
h
t
u
n
g
s
k
r
a
f
t
)
　
で
あ
る
0
も
っ
と
も
へ
我
々
は
ま
た
さ
ら
に
、
悟
性
の
創
作
力
(
V
e
r
s
t
a
n
d
e
s
-
D
i
c
h
t
u
n
g
s
k
r
a
f
t
)
も
も
っ

て
い
る
の
で
は
あ
る
が
O
」
(
K
V
M
.
,
S
.
2
3
7
.
)

カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
構
想
力
概
念
の
成
立
(
下
)



三
四

こ
の
　
「
構
想
能
力
」
　
の
規
定
は
、
ほ
ぼ
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
　
「
創
作
力
」
　
(
f
a
c
u
l
t
a
s
 
f
i
n
g
e
n
d
i
)
　
の
規
定
と
同
じ
で
あ
る
と
言
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
カ
ン
ト
の
規
定
は
'
後
に
『
判
断
力
批
判
』
　
に
於
い
て
、
特
に
そ
の
　
「
天
才
(
G
e
n
i
e
)
論
」
　
に
於
い
て
説
か
れ

(S)

た
、
「
現
実
の
自
然
が
与
え
る
素
材
か
ら
、
い
わ
ば
別
の
自
然
を
創
造
す
る
こ
と
に
於
い
て
非
常
に
強
力
な
」
能
力
と
し
て
の
　
「
構
想
力
」

の
概
念
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
-
も
の
で
あ
ろ
う
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

「
模
写
能
力
は
特
性
描
写
の
能
力
　
(
d
a
s
 
V
e
r
m
o
g
e
n
 
d
e
r
 
C
h
a
r
a
k
t
e
r
i
s
t
i
k
)
　
で
あ
る
。
特
性
描
写
と
は
'
他
の
も
の
の
模
写

(
d
a
s
 
G
e
g
e
n
b
i
l
d
)
　
で
あ
る
o
模
写
と
は
、
他
の
事
物
の
形
象
を
産
出
す
る
手
段
で
あ
る
。
従
っ
て
、
言
葉
は
、
物
事
の
表
象
を

作
り
出
す
た
め
の
、
物
事
の
模
写
で
あ
る
。
模
写
能
力
は
、
こ
の
よ
う
に
形
象
を
表
象
す
る
が
故
に
、
感
性
に
属
し
て
い
る
。
も
っ

と
も
へ
形
象
は
対
象
の
影
響
に
よ
っ
て
生
ず
る
の
で
は
な
-
、
我
々
自
身
か
ら
生
ず
る
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
。
し
か
し
こ
の
能
力

は
、
形
式
か
ら
見
て
、
や
は
り
感
性
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
　
(
e
b
d
.
)

「
模
写
能
力
」
　
の
方
は
、
「
他
の
事
物
の
形
象
を
産
出
す
る
手
段
」
を
与
え
る
能
力
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
「
言
葉
」
　
(
W
o
r
t
e
)
　
が

「
物
事
の
表
象
を
作
り
出
す
た
め
の
、
物
事
の
模
写
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
規
定
は
、
形
成
力
が

「
形
象
」
　
そ
の
も
の
を
産
出
す
る
能
力
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
形
象
を
産
出
す
る
手
段
に
関
わ
る
能
力
で
あ
り
、
「
言
葉
」
　
に
よ
っ
て
表

さ
れ
る
　
「
概
念
」
　
に
関
係
し
、
概
念
と
形
象
と
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
模
写
能
力
」
　
の
規

定
は
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
　
の
　
「
図
式
論
」
　
(
S
c
h
e
m
a
t
i
s
m
u
s
-
K
a
p
i
t
e
l
)
　
に
於
け
る
'
「
或
る
概
念
に
そ
の
形
象
を
付
与
す
る
構
想
力
の

l
般
的
な
手
続
き
の
表
象
を
、
私
は
こ
の
概
念
に
対
す
る
図
式
(
S
c
h
e
m
a
)
　
と
名
づ
け
る
。
」
　
(
A
1
4
0
,
B
1
7
9
f
.
)
　
と
い
う
「
構
想
力

の
図
式
機
能
」
　
(
d
e
r
 
S
c
h
e
m
a
t
i
s
m
u
s
 
d
e
r
 
E
i
n
b
i
l
d
u
n
g
s
k
r
a
f
t
)
　
へ
と
発
展
し
て
い
-
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。
さ
ら
に
カ
ン
ト
は
、



「
模
写
能
力
」
　
に
関
し
て
、
「
象
徴
」
　
(
S
y
m
b
o
l
u
m
)
即
ち
「
連
想
に
よ
る
再
生
の
手
段
と
し
て
役
立
つ
表
象
」
　
C
K
V
M
.
,
S
.
2
3
8
.
)
杏

3
柵
E

取
り
上
げ
て
い
る
0
　
こ
れ
は
、
『
判
断
力
批
判
』
に
於
け
る
「
象
徴
」
　
(
S
y
m
b
o
l
)
の
概
念
に
発
展
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
0

「
形
成
力
」
　
に
属
す
る
こ
の
二
つ
の
能
力
に
加
え
て
、
カ
ン
ト
は
さ
ら
に
　
「
完
成
　
〔
仕
上
げ
る
〕
　
能
力
」
　
(
d
a
s
 
V
e
r
m
o
g
e
n
 
d
e
r

A
u
s
b
i
l
d
u
n
g
)
を
提
示
し
て
い
る
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

「
最
後
に
完
成
能
力
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
す
べ
て
の
も
の
を
仕
上
げ
完
成
さ
せ
る
能
力
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
衝
動
を
も
も
っ
て
い
る
。
様
々
な
物
事
や
物
語
、
喜
劇
等
々
が
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ら
を
完
成

さ
せ
よ
う
と
我
々
は
絶
え
ず
努
力
す
る
も
の
で
あ
る
。
物
事
が
完
全
で
な
い
こ
と
に
ひ
と
は
怒
り
を
覚
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
全
体

の
理
念
を
作
り
、
対
象
を
こ
の
全
体
の
理
念
と
比
較
す
る
能
力
を
前
提
し
て
い
る
。
」
(
e
b
d
.
)

批
判
哲
学
に
於
い
て
は
、
全
体
の
理
念
を
作
る
の
は
、
「
規
則
の
能
力
」
(
d
a
s
 
V
e
r
m
o
g
e
n
 
d
e
r
 
R
e
g
e
l
n
)
　
(
A
1
2
6
.
)
　
で
あ
る
「
悟

性
」
　
(
V
e
r
s
t
a
n
d
)
　
と
は
区
別
さ
れ
る
、
「
悟
性
の
諸
規
則
を
諸
原
理
の
下
に
統
l
す
る
能
力
」
　
(
d
a
s
 
V
e
r
m
o
g
e
n
 
d
e
r
 
E
i
n
h
e
i
t
 
d
e
r

V
e
r
s
t
a
n
d
e
s
r
e
g
e
l
n
 
u
n
t
e
r
 
P
r
i
n
z
i
p
i
e
n
)
　
(
A
3
0
2
,
B
3
5
9
.
)
　
で
あ
る
　
「
理
性
」
　
(
V
e
r
n
u
n
f
t
)
　
で
あ
る
.
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の

「
完
成
能
力
」
　
の
規
定
は
、
カ
ン
ト
的
な
規
定
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
理
念
」
　
(
I
d
e
e
)
　
と
は
　
「
理
性
概

念
」
　
(
V
e
r
n
u
n
f
t
b
e
g
r
i
f
f
)
　
で
あ
り
、
「
構
想
力
」
と
は
概
念
と
具
体
的
な
対
象
の
表
象
と
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
す
能
力
で
あ
る
と
い

う
、
批
判
哲
学
に
於
け
る
カ
ン
ト
の
考
え
方
を
考
慮
す
れ
ば
、
完
成
能
力
の
規
定
も
、
ま
っ
た
-
批
判
哲
学
に
矛
盾
し
た
規
定
と
ま
で
は

言
え
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
我
々
は
、
『
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』
　
に
於
け
る
　
「
幸
福
は
、
理
性
の
理
想
で
は
な
く
、
む
し
ろ
構

(
8
)

想
力
の
理
想
　
(
e
i
n
 
I
d
e
a
l
 
d
e
r
 
E
i
n
b
i
l
d
u
n
g
s
k
r
a
f
t
)
　
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
だ
経
験
的
根
拠
だ
け
に
基
づ
い
て
い
る
0
」
と
い
う
文
言
と

カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
構
想
力
概
念
の
成
立
(
下
)



の
連
関
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

4
　
悟
性
と
感
性
と
の
中
間
的
能
力
と
し
て
の
　
「
形
成
力
」

カ
ン
ト
は
、
以
上
の
よ
う
に
　
「
形
成
力
」
　
の
中
に
さ
ら
に
細
か
な
能
力
の
働
き
を
分
類
し
た
後
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
形
成
力
の
こ
れ
ら
の
作
用
は
す
べ
て
、
随
意
的
(
w
i
l
l
k
i
i
h
r
l
i
c
h
)
　
に
も
不
随
意
的
　
(
u
n
w
i
l
l
k
i
i
h
r
l
i
c
h
)
　
に
も
起
こ
る
こ
と
が

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

で
き
る
。
こ
れ
ら
の
作
用
が
不
随
意
的
に
起
こ
る
限
り
、
そ
れ
ら
は
ま
っ
た
く
感
性
に
属
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
随
意
的

に
起
こ
る
限
り
、
そ
れ
ら
は
上
級
認
識
能
力
に
属
す
の
で
あ
る
。
記
憶
(
d
a
s
 
G
e
d
a
c
h
t
n
i
B
)
は
、
随
意
的
な
想
像
(
I
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n
)

又
は
追
形
成
(
N
a
c
h
b
i
l
d
u
n
g
)
　
の
能
力
で
あ
り
、
そ
れ
故
記
憶
と
迫
形
成
の
能
力
と
の
間
に
本
質
的
相
違
は
存
在
し
な
い
。

(
中
略
)
-
随
意
的
構
想
能
力
　
(
d
a
s
 
w
i
l
l
k
u
h
r
l
i
c
h
e
 
E
i
n
b
i
l
d
u
n
g
s
v
e
r
m
o
g
e
n
)
　
は
創
作
能
力
　
(
D
i
c
h
t
u
n
g
s
v
e
r
m
o
g
e
n
)
　
で

あ
る
。
」
(
K
V
M
.
,
S
.
2
3
7
.
)

こ
こ
で
は
、
形
成
力
の
作
用
が
随
意
的
で
あ
る
か
、
不
随
意
的
で
あ
る
か
に
従
っ
て
、
そ
の
作
用
が
感
性
に
属
す
る
の
か
、
上
級
認
識

能
力
即
ち
知
性
に
属
す
る
の
か
が
異
な
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
述
は
、
既
に
確
認
し
た
　
《
感
性
的
能
力
と
し
て

の
形
成
力
》
と
い
う
規
定
に
抵
触
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

こ
の
問
題
を
解
く
鍵
は
、
「
形
成
力
の
作
用
」
　
(
A
c
t
u
s
 
d
e
r
 
b
i
l
d
e
n
d
e
n
 
K
r
a
f
t
)
　
と
い
う
語
に
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
実
は
『
純

粋
理
性
批
判
』
に
於
け
る
「
主
観
的
演
鐸
」
　
へ
と
つ
な
が
る
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
。
カ
ン
ト
は
、
こ
の
形
成
力
の
考
察
に
続
い
て
「
上
級



認
識
能
力
に
つ
い
て
」
　
の
考
察
に
移
り
、
「
悟
性
」
　
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
直
観
の
諸
対
象
に
つ
い
て
我
々
は
、
悟
性
と
感
性
の
間
に
あ
る
形
成
力
に
よ
っ
て
、
知
識
を
も
つ
。
こ
の
形
成
力
が
抽
象
的

(
i
n
 
a
b
s
t
r
a
c
t
o
)
　
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
が
悟
性
で
あ
る
。
抽
象
的
に
考
え
ら
れ
た
形
成
力
の
諸
制
約
や
諸
活
動
が
、
純
粋
悟
性
概

念
で
あ
り
悟
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
.
」
(
K
V
M
.
,
S
.
2
3
9
.
)

こ
こ
で
も
「
抽
象
的
で
あ
る
形
成
力
」
が
「
悟
性
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
「
形
成
力
」
そ
の
も
の
が
「
悟
性
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
O
形
成
力
は
「
悟
性
と
感
性
の
間
に
あ
る
」
(
…
,
w
e
l
c
h
e
 
z
w
i
s
c
h
e
n
 
d
e
m
 
V
e
r
s
t
a
n
d
e
 
u
n
d
 
d
e
r
 
S
i
n
n
l
i
c
h
k
e
i
t

i
s
t
.
y
　
即
ち
こ
こ
で
は
、
形
成
力
は
、
悟
性
と
感
性
と
の
中
間
に
位
置
す
る
能
力
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
へ
　
こ

ヽ

　

ヽ

こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
悟
性
の
作
用
(
思
惟
の
自
発
性
の
作
用
)
　
は
、
直
観
の
対
象
を
認
識
と
し
て
成
立
さ
せ
る
と
き
に
は
形

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

　

ヽ

成
力
の
作
用
と
し
て
働
-
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
悟
性
の
自
発
性
の
作
用
と
、
随
意
的
な
形
成
力
の
作
用
と
は
、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

心
の
同
じ
一
つ
の
作
用
の
現
れ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
カ
ン
ト
が
『
純
粋
理
性
批
判
』
第(S)

一
版
の
所
謂
「
主
観
的
演
鐸
」
　
に
於
い
て
、
「
三
重
の
綜
合
」
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
認
識
主
観
の
働
き
に
直
結
す
る
考
え
方
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
第
二
版
に
於
い
て
も
「
構
想
力
の
超
越
論
的
綜
合
」
　
(
d
i
e
 
t
r
a
n
s
z
e
n
d
e
n
t
a
l
e
 
S
y
n
t
h
e
s
i
s
 
d
e
r
 
E
i
n
-

b
i
l
d
u
n
g
s
k
r
a
f
t
)
　
(
B
1
5
2
.
)
　
や
「
生
産
的
構
想
力
」
　
(
d
i
e
 
p
r
o
d
u
k
t
i
v
e
 
E
i
n
b
i
l
d
u
n
g
s
k
r
a
f
t
)
　
(
e
b
d
.
)
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
語
ら

れ
る
考
え
方
で
あ
る
。

「
構
想
力
は
、
或
る
対
象
を
そ
れ
が
現
在
し
て
い
な
-
て
も
直
観
に
於
い
て
表
す
能
力
で
あ
る
。
さ
て
、
あ
ら
ゆ
る
我
々
の
直
観
は

カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
構
想
力
概
念
の
成
立
(
下
)



三
八

感
性
的
で
あ
る
か
ら
、
構
想
力
は
、
そ
の
下
で
の
み
構
想
力
が
悟
性
概
念
に
対
し
て
対
応
す
る
直
観
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の

主
観
的
制
約
の
故
に
、
感
性
に
属
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
構
想
力
の
綜
合
が
自
発
性
の
行
使
で
あ
る
限
り
　
-
　
そ
れ
が
規
定

す
る
も
の
で
あ
り
、
感
能
の
よ
う
に
単
に
規
定
さ
れ
う
る
の
で
は
な
い
、
従
っ
て
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
感
能
を
そ
の
形
式
と
い
う
点
か

ら
統
覚
の
統
一
に
従
っ
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
発
性
の
行
使
で
あ
る
限
り
　
-
、
構
想
力
は
、
感
性
を
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
規

定
す
る
能
力
で
あ
り
、
構
想
力
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
従
っ
て
行
う
直
観
の
綜
合
は
、
構
想
力
の
超
越
論
的
綜
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
悟
性
の
感
性
に
対
す
る
作
用
で
あ
り
、
我
々
に
可
能
な
直
観
の
諸
対
象
に
対
す
る
悟
性
の
最
初
の
適
用
(
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る

他
の
適
用
の
根
拠
)
　
で
あ
る
。
こ
の
綜
合
は
、
形
象
的
な
も
の
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
構
想
力
を
欠
い
た
悟
性
だ
け
に
よ
る
知
性
的
綜

合
と
は
区
別
さ
れ
る
。
構
想
力
が
自
発
性
で
あ
る
限
り
、
私
は
時
と
し
て
こ
れ
を
生
産
的
構
想
力
と
名
づ
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
再
生

的
構
想
力
と
区
別
す
る
。
」
(
B
1
5
1
f
.
)

こ
の
よ
う
に
カ
ン
ト
が
『
純
粋
理
性
批
判
』
第
二
版
に
於
い
て
明
確
か
つ
簡
潔
に
述
べ
た
、
構
想
力
が
感
性
に
属
す
能
力
で
あ
る
こ
と
、

し
か
し
そ
の
働
き
　
(
綜
合
の
作
用
)
　
は
、
自
発
性
の
作
用
で
あ
る
悟
性
の
作
用
に
他
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
構
想
力
の
綜
合
に
よ
っ

(
2
)

て
悟
性
は
感
性
に
作
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
、
『
形
而
上
学
講
義
』
に
於
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
　
結
語

「
形
成
力
」
か
ら
批
判
哲
学
に
於
け
る
「
構
愚
力
」
概
念
へ

こ
の
よ
う
に
し
て
我
々
は
、
カ
ン
ト
が
行
っ
た
経
験
的
心
理
学
か
ら
超
越
論
的
哲
学
へ
の
移
行
の
一
典
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ

ン
ト
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
　
「
経
験
的
心
理
学
」
を
利
用
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
諸
概
念
に
い
わ
ば
超
越
論
的



な
省
察
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
改
編
し
、
我
々
の
認
識
の
主
観
的
制
約
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。
三
木
清
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
ま
ず
我
々
は
「
そ
の
現
形
成
の
能
力
に
お
い
て
は
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
感
覚
s
e
n
s
u
s
へ
追
形
成
の
能
力
に
お
い
て
は
バ
ウ
ム
ガ
ル

(
8
)

テ
ン
の
記
憶
m
e
m
o
r
i
a
、
そ
し
て
先
形
成
の
能
力
に
お
い
て
は
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
先
見
力
p
r
a
e
v
i
s
i
o
を
認
め
得
る
」
　
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
カ
ン
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
経
験
的
辞
能
力
の
考
察
か
ら
、
そ
れ
ら
を
統
一
す
る
「
形
成
力
」
と
い
う
能
力
へ
と
考
察
を
深
め
、
さ
ら

に
こ
の
能
力
が
我
々
の
認
識
の
形
式
的
制
約
で
あ
る
「
時
間
」
と
密
接
に
連
関
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
彼

は
、
経
験
的
諸
能
力
の
分
析
か
ら
出
発
し
な
が
ら
、
我
々
の
認
識
の
制
約
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
我
々
の
認
識
が
如
何
に
し
て
可

能
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
迫
る
手
掛
か
り
を
つ
か
む
の
で
あ
る
。
こ
の
　
「
形
成
力
」
が
　
「
時
間
」
と
不
可
分
に
連
関
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
　
に
於
け
る
　
「
構
想
力
」
概
念
に
直
接
繋
が
っ
て
い
る
。
実
際
、
「
現
形
成
の
能
力
」
　
は
　
『
純
粋
理
性
批

判
』
第
l
版
の
　
「
純
粋
悟
性
概
念
の
超
越
論
的
演
緯
」
　
に
於
け
る
「
構
想
力
の
三
重
の
綜
合
」
(
e
i
n
e
 
d
r
e
i
f
a
c
h
e
 
S
y
n
t
h
e
s
i
s
 
d
e
r
 
E
i
n
-

b
i
l
d
u
n
g
s
k
r
a
f
t
)
　
の
　
「
把
捉
の
綜
合
」
　
(
d
i
e
 
S
y
n
t
h
e
s
i
s
 
d
e
r
 
A
p
p
r
e
h
e
n
s
i
o
n
)
　
に
直
結
す
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
「
追
形
成
の
能
力
」

は
　
「
再
生
の
綜
合
」
　
(
d
i
e
 
S
y
n
t
h
e
s
i
s
 
d
e
r
 
R
e
p
r
o
d
u
k
t
i
o
n
)
　
の
先
駆
的
形
態
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
我
々
は
、
こ
の
カ
ン
ト
の

「
形
成
力
」
　
の
考
察
に
於
い
て
、
「
純
粋
理
性
批
判
に
お
け
る
先
験
的
構
想
力
の
本
来
の
領
分
が
時
間
で
あ
る
と
い
ふ
説
の
萌
芽
を
見
出
す

(
8
)

こ
と
が
で
き
る
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
改
め
て
整
理
し
て
お
こ
う
.
『
形
而
上
学
講
義
』
　
で
は
、
カ
ン
ト
は
「
構
想
力
」
(
E
i
n
b
i
l
d
u
n
g
s
k
r
a
f
t
)
　
と
い
う
語
を
狭
い
意

味
で
捉
え
、
広
義
の
　
「
構
想
力
　
(
ま
た
は
想
像
力
)
」
を
　
「
形
成
力
」
　
(
d
i
e
 
b
i
l
d
e
n
d
e
 
K
r
a
f
t
)
　
と
呼
ぶ
。
そ
れ
は
　
「
形
象
」
　
(
B
i
l
d
)

を
自
ら
作
り
出
す
能
力
で
あ
る
。
ま
た
カ
ン
ト
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
と
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
と
同
様
に
、
構
想
力
を
感
性
の
能
力
と
規
定
す
る
。

し
か
し
、
ヴ
ォ
ル
フ
や
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
が
こ
の
能
力
を
経
験
的
再
生
の
能
力
に
限
定
し
た
の
に
対
し
て
、
カ
ン
ト
は
こ
の
能
力
を
経
験

的
再
生
だ
け
に
は
限
定
し
な
い
。
む
し
ろ
、
「
時
間
」
と
の
本
質
的
連
関
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
能
力
の
純
粋
な
使
用
の
可
能
性

カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
構
想
力
概
念
の
成
立
(
下
)



四
〇

を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
時
に
、
我
々
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
認
識
の
可
能
性
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
を
与
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
カ
ン
ト
の
超
越
論
的
な
省
察
の
成
果
は
、
「
純
粋
悟
性
概
念
の
超
越
論
的
演
鐸
」
　
に
於
け
る
体
系
的
叙
述
と
し
て
結
実
す

る
。
そ
こ
で
は
、
こ
の
　
『
形
而
上
学
講
義
』
　
に
於
い
て
さ
り
げ
な
-
語
ら
れ
た
概
念
や
、
ま
だ
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
分
類
の
影
響
か
ら
十

分
に
は
脱
し
き
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
規
定
が
、
超
越
論
的
哲
学
の
核
心
部
分
に
於
い
て
　
「
思
惟
す
る
我
」
が
認
識
を
行
う
た
め

の
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
'
認
識
能
力
の
体
系
的
連
関
の
下
で
、
か
の
　
「
主
観
的
演
鐸
」
と
し
て
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(了)

注(
8
)
本
稿
は
'
『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
人
文
学
科
編
』
第
二
十
五
号
に
掲
載
し
た
、
拙
稿
「
カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
構
想
力
概
念
の
成
立
(
上
)
」
　
の
続

編
で
あ
る
。

(
S
)
カ
ン
ト
は
'
物
理
学
(
P
h
y
s
i
k
)
が
「
外
感
ま
た
は
物
体
的
存
在
者
の
自
然
学
」
(
e
i
n
e
 
P
h
y
s
i
o
l
o
g
i
e
 
d
e
s
 
S
u
B
e
r
n
 
S
i
n
n
e
s
 
o
d
e
r
 
d
e
r
 
k
f
i
r
p
e
r
l
i
c
h
e
n

W
e
s
e
n
)
　
で
あ
る
の
に
対
し
て
'
心
理
学
と
は
「
内
感
ま
た
は
田
心
惟
的
存
在
者
の
生
理
学
」
(
e
i
n
e
 
P
h
y
s
i
o
l
o
g
i
e
 
d
e
s
 
i
n
n
e
r
n
 
S
i
n
n
e
s
 
o
d
e
r
 
d
e
r
 
d
e
n
k
e
n
-

d
e
n
 
W
e
s
e
n
)
　
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
考
察
が
経
験
を
通
し
て
行
わ
れ
る
の
が
「
経
験
的
心
理
学
」
(
p
s
y
c
h
o
l
o
g
o
a
 
e
m
p
i
r
i
c
a
)
　
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
　
(
K
V

M
,
S
.
2
2
4
.
)
-
こ
れ
に
対
し
て
「
理
性
的
心
理
学
」
(
p
s
y
c
h
o
l
o
g
i
a
 
r
a
t
i
o
n
a
l
i
s
)
は
「
思
惟
的
存
在
者
を
単
に
概
念
か
ら
考
察
す
る
」
(
e
b
d
.
)
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
'
「
形
成
力
」
　
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
分
類
と
し
て
へ
　
こ
の
三
つ
の
能
力
へ
の
分
類
を
示
し
た
が
'
カ
ン
ト
自
身
の
叙
述
は
も
う
少
し
複
雑
で
あ
る
。

彼
は
'

「
あ
ら
ゆ
る
感
性
的
認
識
は
'
与
え
ら
れ
た
認
識
で
あ
る
か
作
ら
れ
た
認
識
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
与
え
ら
れ
た
認
識
の
中
に
、
感
能
一
般
へ
或

い
は
感
能
自
身
の
表
象
を
数
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
作
ら
れ
た
認
識
の
中
に
我
々
は
、



(
-
)
創
作
能
力
(
f
a
c
u
l
t
a
s
 
f
i
n
g
e
n
d
i
)

(
2
)
構
成
能
力
(
f
a
c
u
l
t
a
s
 
c
o
m
p
o
n
e
n
d
i
)

(
-
)
指
示
能
力
(
f
a
c
u
l
t
a
s
 
s
i
g
n
a
n
d
i
)

を
数
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
創
作
能
力
に
は
'

(
-
)
形
象
力
(
f
a
o
u
l
t
a
s
 
f
o
r
m
a
n
d
i
)

(
2
)
想
像
力
(
f
a
o
u
l
t
a
s
 
i
m
a
g
i
n
a
n
d
i
)

(
-
)
予
見
力
(
f
a
c
u
l
t
a
s
 
p
r
a
e
v
i
d
e
n
d
i
)

が
属
し
て
い
る
。

従
っ
て
形
成
力
の
表
象
は
'
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
る
。

(
-
)
類
(
g
e
n
u
s
)
　
で
あ
る
形
成
力
そ
れ
自
体

(
-
)
現
形
成
力
(
A
b
b
i
l
d
u
n
g
s
k
r
a
f
t
)
へ
形
象
力
(
f
a
c
u
l
t
a
s
 
f
o
r
m
a
n
d
i
)

(
-
)
追
形
成
力
(
N
a
c
h
b
i
l
d
u
n
g
s
k
r
a
f
t
)
へ
想
像
力
(
f
a
c
u
l
t
a
s
 
i
m
a
g
i
n
a
n
d
i
)

(
4
)
先
形
成
力
(
V
o
r
b
i
l
d
u
n
g
s
k
r
a
f
t
)
へ
予
見
力
(
f
a
c
u
l
t
a
s
 
p
r
a
e
v
i
d
e
n
d
i
)

こ
れ
ら
の
力
は
す
べ
て
へ
　
感
性
的
能
力
で
あ
る
形
成
力
に
属
す
る
。
感
性
に
属
す
る
こ
れ
ら
形
成
力
は
'
悟
性
に
属
す
る
思
惟
力
と
区
別
さ
れ
る
。
」

(
K
V
M
.
,
S
.
2
3
0
f
.
)

と
い
う
分
類
を
提
示
し
て
い
る
。
「
形
成
力
」
　
に
属
す
る
よ
り
下
位
の
三
つ
の
能
力
に
関
し
て
は
'
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
'
「
構
成
能
力
」
と
「
指
示
能
力
」

に
関
し
て
は
'
こ
れ
以
上
の
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

(
S
3
)
　
こ
れ
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
於
け
る
カ
ン
ト
の
立
場
で
あ
る
が
'
「
時
間
」
(
及
び
「
空
間
」
)
が
'
我
々
の
認
識
の
「
主
観
的
制
約
」
(
s
u
b
i
e
c
t
i
v
a
 
c
o
n
d
i
c
i
o
)

で
あ
り
「
純
粋
直
観
」
(
i
n
t
u
i
t
u
s
 
p
u
r
u
s
)
　
で
あ
る
こ
と
へ
及
び
感
性
的
認
識
の
「
第
l
の
形
式
的
原
理
」
で
あ
る
こ
と
は
t
 
l
七
七
〇
年
の
『
感
性
界
及
び
叡

智
界
の
形
式
と
原
理
に
つ
い
て
』
(
D
e
 
m
u
n
d
i
s
e
n
s
i
b
i
l
i
s
 
a
t
g
u
e
 
i
n
t
e
l
l
i
g
i
b
i
l
i
s
 
f
o
r
m
a
 
e
t
p
r
i
n
c
i
p
i
i
s
.
以
下
へ
同
書
は
D
e
 
m
u
n
d
i
.
と
略
記
す
る
O
)

カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
構
想
力
概
念
の
成
立
(
下
)



四
二

に
於
い
て
既
に
主
張
さ
れ
て
い
る
(
V
g
1
.
D
e
m
u
n
d
i
.
肋
.
1
4
,
A
A
.
B
d
.
I
I
,
S
.
4
0
0
;
切
.
1
5
,
S
.
4
0
2
f
.
.
)
-

「
感
性
(
s
e
n
s
u
a
l
i
t
a
s
)
と
は
主
観
の
受
容
性
(
r
e
c
e
p
t
i
v
i
t
a
s
s
u
b
i
e
o
t
i
)
で
あ
り
へ
こ
の
受
容
性
の
故
に
へ
何
ら
か
の
客
観
の
現
前
に
よ
っ
て
特
定
の

仕
方
で
主
観
の
表
象
状
態
が
触
発
さ
れ
る
(
a
f
f
i
o
i
a
t
u
r
)
0
-
(
中
略
)
-
感
性
の
客
観
は
可
感
的
(
s
e
n
s
i
b
i
l
e
)
で
あ
る
。
」
(
D
e
m
u
n
d
i
.
帆
.
3
,
A
A
.

B
d
.
I
I
,
S
.
3
9
2
.
)

「
時
間
は
感
性
界
の
絶
対
的
に
第
l
の
形
式
的
原
理
で
あ
る
。
」
(
T
e
m
p
u
s
…
e
s
t
p
r
i
n
c
i
p
i
u
m
f
o
r
m
a
l
e
m
u
n
d
i
s
e
n
s
i
b
i
l
i
s
a
b
s
o
l
u
t
e
p
r
i
u
m
.
)

C
D
e
m
u
n
d
i
.
帆
.
1
4
,
A
A
.
B
d
.
I
I
,
S
.
4
0
2
.
)

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

「
時
間
は
'
何
か
客
観
的
な
も
の
で
も
レ
ア
ー
ル
な
も
の
で
も
な
く
へ
実
体
で
も
偶
有
性
で
も
関
係
で
も
な
い
。
む
し
ろ
可
感
的
な
も
の
す
べ
て
を
或
る
特

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

定
の
法
則
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
る
た
め
の
、
人
間
の
精
神
の
本
性
に
よ
る
必
然
的
な
主
観
的
制
約
で
あ
り
'
ま
た
純
粋
直
観
で
あ
る
0
」
(
D
e
m
u
n
d
i
.
ァ
.

1
4
,
A
A
.
B
d
.
I
I
,
S
.
4
0
0
.
)

「
空
間
は
感
性
界
の
絶
対
的
に
第
l
の
形
式
的
原
理
で
あ
る
。
」
(
S
p
a
t
i
u
m
.
.
.
e
s
t
p
r
i
n
c
i
p
i
u
m
f
o
r
m
a
l
e
m
u
n
d
i
s
e
n
s
i
b
i
l
i
s
a
b
s
o
l
u
t
e
p
r
i
u
m
.
.
.
)

W
e
m
u
n
d
i
.
ァ
.
1
5
,
A
A
.
B
d
.
I
I
,
S
.
4
0
5
.
)

し
か
し
'
そ
れ
が
明
確
に
内
的
直
観
の
形
式
と
し
て
規
定
さ
れ
る
の
は
'
や
は
り
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
於
い
て
で
あ
る
(
V
g
1
.
K
d
r
V
.
,
抑
∽
4
-
6
.
)
-
そ
れ

故
我
々
は
'
『
形
而
上
学
講
義
』
(
L
l
ノ
ー
ト
)
の
時
点
に
於
い
て
カ
ン
ト
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
時
間
」
の
概
念
に
到
達
し
て
い
る
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
.
そ
れ
を
証
示
す
る
の
が
'
「
そ
れ
に
従
っ
て
対
象
が
我
々
の
感
能
を
触
発
す
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
形
式
」
(
K
V
M
.
,
S
.
2
3
5
.
)
と
い
う

表
現
で
あ
る
。

(
S
i
)
V
g
1
.
I
m
m
a
n
u
e
l
K
a
n
t
,
K
r
i
t
i
k
d
e
r
U
r
t
e
i
l
s
k
r
a
f
t
,
肋
四
4
9
f
.
,
A
A
.
,
B
d
.
V
,
S
.
3
1
3
-
3
2
0
.

(
S
)
V
g
1
.
a
.
a
.
O
=
恥
.
5
9
,
A
A
.
,
B
d
.
V
,
S
.
3
5
1
-
3
5
4
.

(
S
)
I
m
m
a
n
u
e
l
K
a
n
t
,
G
r
u
n
d
l
e
g
u
n
g
z
u
r
M
e
t
a
p
h
y
s
i
k
d
e
r
S
i
t
t
e
n
,
A
A
.
,
B
d
.
I
V
,
S
.
4
1
8
.

(
S
)
拙
稿
「
カ
ン
ト
に
於
け
る
「
構
想
力
」
に
つ
い
て
」
(
『
シ
ン
ポ
ジ
オ
ン
』
第
三
〇
号
第
二
分
冊
へ
広
島
大
学
文
学
部
哲
学
研
究
室
へ
一
九
八
四
年
へ
五
七
-

七
〇
頁
)
参
照
。

f
c
o
¥

v
o
3
J
ち
な
み
に
へ
『
形
而
上
学
講
義
』
で
は
へ
こ
の
形
成
力
と
悟
性
と
の
関
係
を
巡
る
叙
述
に
直
接
接
続
す
る
形
で
も



「
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
悟
性
の
あ
ら
ゆ
る
最
高
原
則
は
'
形
成
力
の
諸
制
約
を
あ
ら
ゆ
る
現
象
に
於
い
て
表
現
す
る
普
遍
的
諸
規
則
で
あ
り
'
こ
れ
に
よ
っ
て

我
々
は
'
諸
現
象
が
互
い
に
ど
の
よ
う
に
結
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
故
な
ら
へ
認
識
を
可
能
に
す
る
も
の
へ
　
認
識

の
制
約
で
あ
る
も
の
が
'
ま
た
物
の
制
約
と
同
1
だ
か
ら
で
あ
る
。
」
(
K
V
M
.
,
S
.
2
3
9
.
)

「
諸
対
象
は
'
そ
の
下
で
そ
れ
ら
の
対
象
が
認
識
さ
れ
う
る
諸
制
約
と
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
人
間
悟
性
の
本
性
で
あ
る
。
」
(
e
b
d
.
)

と
い
う
叙
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
へ
『
純
粋
理
性
批
判
』
第
一
版
の
　
「
演
揮
」
に
於
け
る

「
可
能
的
経
験
l
般
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
諸
制
約
は
'
同
時
に
経
験
の
諸
対
象
の
可
能
性
の
諸
制
約
で
あ
る
。
」
(
A
 
1
1
1
.
)

及
び
「
原
則
の
分
析
論
」
　
の
第
二
章
「
純
粋
悟
性
の
あ
ら
ゆ
る
原
則
の
体
系
」
　
の
第
二
節
「
あ
ら
ゆ
る
綜
合
的
判
断
の
最
高
原
則
」
　
に
於
け
る
有
名
な
一
節
へ

「
経
験
一
般
の
可
能
性
の
諸
制
約
は
'
同
時
に
経
験
の
諸
対
象
の
可
能
性
の
制
約
で
あ
り
'
そ
れ
故
に
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
綜
合
的
判
断
に
於
い
て
客
観
的
妥

当
性
を
も
つ
.
」
(
A
1
5
8
,
B
1
9
7
.
)

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
命
題
で
あ
る
。

三
木
清
へ
　
前
掲
書
へ
　
七
〇
頁
。

(
S
)
三
木
清
へ
前
掲
書
へ
七
〇
頁
。

カ
ン
ト
批
判
哲
学
に
於
け
る
構
想
力
概
念
の
成
立
(
下
)


